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員会：学校・家庭及び地域の協力の

な児童の育成を目指して協議を行い

なる委員会では、学校評価の結果や

指導上の課題等を共有し、学校・家

場での指導のあり方等を協議しまし
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気なあいさつの響く学校にしたい。
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２ 月 ７ 日 小 学 校
（木）来年度の児童会正副会長選挙 ～
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き上げてくれて、ありがとう。
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いつまでもきれいにしておきたい。…



発達障害のある子どもの支援に学ぶ

しつけのイロハ (21)

発達障害があることを本人がどう自覚し、それに向き合ってい

くことができるようにするか。これは、大変難しく、簡単にこう

すればよいということは言えません。

まずは、しっかりした価値観を育て、自分の生き方に自信をも

つことで「自分は自分でいい」と思えるようになっていくことだと思います。

自分なりの価値観を育てる

自分らしく生きるためには、自分で考え、自分で決定し、それに対して、

しっかりと責任をもつことが必要です。子どもから大人になるにつれ、自由

が増えるとともに、それ以上の責任が負わされるのはそのためです。

自己選択・自己決定をしていくときのよりどころとなるも

のが、「自分なりの価値観」です。「価値観」が異なれば、

当然、決定や選択されるものも異なります。価値観をしっか

りともっていないと、自立はできません。

それでは、価値観を育てるものとは、いったい何なのでしょうか。まずは、

子どもの周りにいる私たち大人の姿でしょう。子どもは、大人から話を聴い

たり、自分の考えを聴いてもらったりする、また、大人の行動を見たり自分

の行動を評価してもらったりする中で、学んでいきます。

家庭には、今、団らんは存在しているのでしょうか？ 「テレビを見なが

らの食事」「ゲーム機に向き合ったままでのやり取り」「相手の顔を見ない、

メールのやり取り」「個室に閉じこもっての勉強」…。

こうした中、子どもたちは、何をもとにして自分をつくり上げていくので

しょうか？ 「なぜ人をいじめてはいけないか」「お金がもうかれば何をし

てもいいのか」「本当の幸せとは何なのか」…。

人との温かなつながりがないことにより、自分の価値観が

「お金さえあれば」「できるだけ楽がしたい」「自分さえよ

ければ」というものにかたよっていってしまうことが心配で

す。発達障害のある子どもは、一旦間違ったことを学ぶと、

それがなかなか訂正できないそうです。

家族同士、自分の思いを語り合い、ともに豊かな体験を積む中で、小学校の

うちから自分なりの価値観を少しずつ育てていってほしいと願います。
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